
様式１ 

令和２年度 文化財防災訓練等実施状況報告 
都道府県名 

東京都目黒区 

行 事 名 称 旧前田家本邸消防訓練（文化財防火デー） 

実施期間・日時 令和３年１月２７日（水）１３時３０分～１５時 

実 施 場 所 東京都目黒区駒場４－３－５５（目黒区立駒場公園内） 

主 催 者 東京都、目黒区 

■実施内容 

訓練の想定 

旧前田家本邸洋館２階給湯器付近から出火し、火の勢いが強く室内に煙が充満した。 

訓練の内容 

洋館管理者が火元確認し火災報知器を作動。連動している和館管理室にも発報信号が届くか確認。 

洋館管理者は自火報を作動させ初期消火を試みる。もう１名の洋館管理者は消防署へ通報し、館内放送にて 

来館者に状況説明をアナウンス。和館管理者は応援に駆け付け避難誘導を共同で行う。 

参加者及び役割分担 

洋館管理者1名 火元確認、通報、、初期消火 

洋館管理者１名 消防署連絡、館内放送、避難誘導 

洋館管理者1名 避難誘導 

和館管理者1名 避難誘導 

和館管理者1名 延焼防止の放水実施 

東京都教育庁地域教育支援部 

目黒区都市整備部道路公園課 

特に工夫した点 

洋館と和館の発報信号が正確に作動するかの確認と、洋館、和館の協力体制の確認。 

出火場所が洋館2階であり、火元確認者と管理室待機者とのスムーズな連絡手段の確保。 

問題点・課題 

管理者の中で、だれがリーダーかを決めていなかったので、動きがスムースでなかった。 

和館管理者が、洋館と連動した発報信号の確認に行き、和館管理室に連絡が来るまで、５分かかった。 

もう少し、時間を短縮しなければならない。また、延焼防止のため消火栓を作動させたが、水圧が充分でなかっ

た。至急点検確認する。 

その他 

 

訓練風景 
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